
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） 23 （回答者数） 18

～ 2026年2月28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 2026年2月28日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現状に満足せず、新たな取り組みを増やしていく。

2

継続していただいて、長期的な支援を実施することで、課題
を解決してい来るようにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣に店舗を増やす。

2

まずは地域のイベントに参加することなどから始めてみる。

3

運動のプログラムの充実。楽しいと評価いただいている。 毎日同じ取り組みをしない。飽きないように工夫している。

利用者の継続率の高さ。 上記の通り、元気な子どもたちが楽しめるように意識している
ので、やめる子たちが非常に少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

継続率が高いことから空きがでない。 ニーズに対して供給が追い付いていない。

他の福祉事業所や保護者同士の交流などが実施できていない。 日々の活動が優先されており、なかなか実施できない。また個
人情報の保護の観点から実施をためらっている点もある。

2026年2月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月16日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　アビリティ

○保護者評価実施期間 2026年2月16日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

